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「
　
は
じ
め
に

「
解
文
」
は
、
公
式
令
に
定
め
ら
れ
た
「
解
」
の
様
式
を
用
い
て
書
か
れ
た
上
申
文
書
（
下
意
上
達
文
書
）
の
一
で
あ
る
。
そ
の
内
容
の
多
く

は
、
主
に
自
己
の
不
都
合
・
不
利
益
を
も
た
ら
す
事
柄
を
上
級
機
関
に
訴
え
て
裁
許
を
請
う
訴
訟
関
係
の
も
の
で
あ
る
。

佐
藤
進
一
氏
は
『
古
文
書
学
入
門
』
（
一
九
七
一
初
版
）
の
中
で
、
古
文
書
の
様
式
を
そ
の
「
歴
史
的
発
達
」
と
い
う
点
か
ら
「
0
公
式
様
、

0
公
家
様
、
日
武
家
様
と
い
う
三
段
の
様
式
変
化
を
考
え
、
時
代
の
推
移
に
も
か
か
わ
ら
ず
比
較
的
変
化
発
展
の
乏
し
か
っ
た
非
政
治
的
な

文
書
を
別
に
佃
上
申
文
書
、
㈲
証
文
、
囲
帳
簿
類
と
三
大
別
し
て
、
あ
わ
せ
て
六
様
式
に
わ
か
つ
の
が
適
当
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
る
。
（
p
竺

解
文
は
こ
の
佃
の
上
申
文
書
の
一
で
あ
る
か
ら
、
氏
の
言
わ
れ
る
「
時
代
の
推
移
に
も
か
か
わ
ら
ず
比
較
的
変
化
発
展
の
乏
し
か
っ
た
」



様
式
に
あ
た
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
林
産
辰
三
郎
・
大
学
院
古
文
書
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
下
意
上
達
文
書
の
変
遷
I
I
1
蒜
芝
よ
。
『
申
状
』
へ
ー
」
（
一
九
六
八
、
「
日

本
史
学
」
創
刊
号
）
　
に
よ
れ
ば
、
公
式
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る

A式
部
省
解

其
事
云
々

中
英
事

郡
解

の
書
出
し
（
傍
線
部
A
）
と
書
止
め
（
傍
線
部
B
）
に
注
目
す
る
と
、
特
に
書
出
し
を
「
謹
解
」
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
「
奈
良
時
代
を
通
じ
、

（1）

書
出
し
を
『
謹
解
』
と
修
飾
し
て
い
る
解
文
は
す
べ
て
一
三
二
通
、
解
全
体
に
占
め
る
割
合
は
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
太

（2）

政
官
以
外
へ
は
「
以
解
」
と
し
て
上
申
す
る
と
こ
ろ
を
「
太
政
官
以
外
へ
の
書
止
め
に
も
Ⅲ
謹
解
…
…
以
解
（
奈
良
時
代
四
三
例
）
拗
謹
解
…
…

謹
以
解
（
〃
三
四
例
）
㈲
謹
解
…
…
以
謹
解
（
〃
一
九
例
）
と
い
う
修
飾
の
変
遷
が
た
ど
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
平
安
時

代
に
な
る
と
、
「
す
で
に
奈
良
朝
期
に
見
ら
れ
た
解
式
の
乱
れ
は
ま
す
ま
す
進
み
、
文
頭
・
文
尾
に
様
々
の
修
飾
や
字
句
の
挿
入
が
加
え
ら
れ

て
ゆ
く
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
例
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
様
式
と
し
て
は
乏
し
い

変
化
で
あ
っ
て
も
、
言
語
事
象
に
つ
い
て
は
他
に
も
何
ら
か
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
可
能
性
が
大
き
い
。
そ
こ
で
平
安
、
鎌
倉
時
代
、

さ
ら
に
は
室
町
時
代
へ
と
政
治
体
制
の
移
行
す
る
中
で
「
解
文
」
に
ど
の
よ
う
な
言
語
事
象
の
変
化
が
現
わ
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
明
ら
か
に

（3）

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

初
め
に
触
れ
た
よ
う
に
、
解
文
の
内
容
の
多
く
は
裁
許
を
請
う
も
の
で
あ
る
。
解
文
を
提
出
し
、
自
己
の
立
場
や
利
益
を
守
る
裁
許
を
得

る
た
め
に
は
、
即
ち
、
自
己
の
要
求
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
裁
許
を
下
す
相
手
を
「
説
得
す
る
」
必
要
が
あ
る
。
そ
の
説
得
の
方
略
に
は
、

大
別
し
て
二
つ
の
方
略
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
論
理
的
に
文
章
を
展
開
し
て
理
で
詰
め
て
い
く
方
略
で
あ
り
、
一
つ
は
心
情
に

訴
え
る
方
略
で
あ
る
。
心
情
に
訴
え
る
と
は
、
自
己
の
正
当
性
と
相
手
方
の
不
当
性
を
印
象
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
前
者
は
文
章
の
構

成
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
後
者
は
言
語
表
現
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
る
。

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
解
文
」
の
接
続
詞
に
つ
い
て
　
0
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（4）

ま
ず
後
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
れ
は
強
調
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
三
保
忠
夫
氏
は
、
「
古
文
書
の
強
調
表
現
法
に
つ
い
て
」
と
い

う
御
論
考
の
中
で
、
「
目
的
を
遂
行
す
べ
く
文
書
を
上
申
す
る
と
す
れ
ば
、
（
中
略
）
自
己
の
道
理
（
合
法
性
）
を
主
張
し
、
か
つ
、
相
手
側
の

非
道
（
非
合
理
憧
）
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
希
代
」
と
「
言
語
道
断
」
と
い
う
事
例
を
取
り
上

げ
ら
れ
た
。

（5）

強
調
表
現
に
は
、
そ
の
他
程
度
副
詞
の
使
用
や
比
喩
表
現
・
対
句
表
現
等
の
修
辞
技
巧
等
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
適
時
的

な
視
点
も
含
め
、
稿
を
改
め
て
別
に
論
じ
た
い
。

（6）

さ
て
前
者
に
関
し
て
は
、
以
前
に
拙
稿
に
お
い
て
解
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
文
章
構
成
に
関
（7）

わ
る
も
の
で
、
文
章
の
展
開
に
必
要
か
つ
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
思
わ
れ
る
、
所
謂
「
接
続
詞
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
使
用
に
通
時
的
変
化
が

認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
検
討
し
た
い
。

今
回
の
調
査
で
は
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
の
初
期
に
か
け
て
の
解
文
を
調
査
し
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
接
続
詞
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

ま
た
、
検
討
の
対
象
と
し
た
接
続
詞
は
、
文
章
の
展
開
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
文
と
文
を
つ
な
ぎ
、
「
二
つ
の
も
の
を
論
理
的
に
結
び
つ
け

（8）

て
述
べ
る
の
に
用
い
る
」
、
以
下
の
よ
う
な
「
順
説
」
と
「
逆
説
」
　
の
接
続
詞
で
あ
る
。

（9）

（
順
説
）
　
コ
コ
ヲ
モ
チ
テ
（
是
以
・
以
愛
）
、
コ
レ
こ
ヨ
リ
テ
（
因
玄
・
依
之
・
因
之
等
）
、
シ
カ
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
（
然
則
・
然
即
）
、
シ
カ
レ
バ

（
然
者
）
、
シ
タ
ガ
ヒ
テ
（
随
）
、
ユ
ヱ
こ
　
（
故
）
、
ヨ
リ
テ
（
働
）

（
逆
説
）
　
シ
カ
リ
ト
イ
へ
ド
モ
　
（
雑
然
）
、
シ
カ
ル
こ
・
シ
カ
ル
ヲ
　
（
而
・
然
）
、
シ
カ
レ
ド
モ
　
（
然
而
）

（10）

こ
れ
ら
の
接
続
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
解
文
の
件
数
を
調
査
し
、
一
〇
〇
一
年
以
降
を
三
十
年
ご
と
に
年
代
を
区
切
り
、
そ
の
使
用
数
に

関
す
る
変
化
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
尚
、
調
査
対
象
の
解
文
は
『
平
安
遺
文
』
と
『
鎌
倉
遺
文
』
　
（
第
一
巻
か
ら
第
五
巻
ま
で
）
の
も
の
で
あ
り
、

他
の
文
書
中
に
引
用
さ
れ
た
解
文
も
含
ん
で
い
る
。
　
そ
し
て
そ
の
中
で
、
一
定
の
言
語
量
を
持
っ
た
も
の
を
対
象
と
す
る
た
め
に
漢
字
一

〇
〇
字
以
上
の
も
の
を
採
用
し
た
。
（
用
例
は
「
平
」
が
『
平
安
遺
文
』
所
収
、
「
鎌
」
が
『
鎌
倉
遺
文
』
所
収
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
）



二
、
順
説
の
接
続
詞

順
説
の
接
続
詞
は
、
そ
の
形
態
か
ら
次
の
よ
う
に
分
か
た
れ
る
。

A
類
　
指
示
語
を
含
む
も
の

a
．
「
コ
コ
」
「
コ
レ
」
等
を
含
む
も
の

コ
コ
ヲ
モ
チ
テ
　
（
是
以
・
以
麦
）
、
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
　
（
困
玄
・
依
之
・
因
之
・
因
此
・
由
是
）

b
．
そ
の
他
の
指
示
語
を
含
む
も
の

シ
カ
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
　
（
然
則
・
然
即
）
、
シ
カ
レ
バ
　
（
然
者
）

B
類
　
指
示
語
を
含
ま
な
い
も
の

シ
タ
ガ
ヒ
テ
　
（
随
）
、
ユ
ヱ
ニ
（
故
）
、
ヨ
リ
テ
　
（
佃
）

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
る
。

ま
ず
、
A
類
の
「
指
示
語
を
含
む
も
の
」
　
の
中
で
a
．
「
コ
コ
」
「
コ
レ
」
等
を
含
む
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
コ
コ
ヲ
モ
チ
テ
）

［
是
以
］
　
（
三
四
例
）

①
更
忘
万
民
之
撫
育
、
只
存
一
身
之
利
潤
、
（
中
略
）
終
無
拠
於
容
身
、
将
流
冗
於
他
国
、
是
l
以
l
吏
富
国
貧
、
物
尽
民
失
、

（
平
三
三
九
、
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
、
永
延
二
年
八
九
八
八
年
）
）

②
謹
検
先
例
、
宮
司
是
惣
官
、
神
主
管
摂
之
職
也
、
剋
以
目
上
古
来
、
随
宮
司
符
判
、
供
奉
職
掌
、
請
預
俸
禄
、
其
来
尚
臭
、

（
平
五
八
二
、
官
宣
旨
案
所
引
、
大
神
宮
司
大
中
臣
兼
任
等
解
状
、
長
暦
三
年
八
一
〇
三
九
年
）
）

［
以
麦
］
　
（
一
例
）

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
解
文
」
　
の
接
続
詞
に
つ
い
て
　
H



鎌
倉
時
代
語
研
究
一
〇
六

者
合
③
為
何
国
領
地
也
、
為
彼
庄
窓
免
山
野
木
草
、
又
立
水
難
之
面
、
可
築
彼
堤
哉
、
為
何
大
井
庄
者
、
乍
懸
若
干
水
難
、
不
可
力
堤
、
申
下
院

宣
哉
、
別
封
有
御
推
察
、
為
有
重
御
沙
汰
、
（
鎌
二
三
七
、
美
濃
国
在
庁
宮
人
等
解
状
案
、
正
治
二
年
八
一
二
〇
〇
年
）
）

コ
レ
こ
ヨ
リ
テ
で
は
「
因
玄
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
困
之
」
「
依
之
」
の
順
に
な
る
。

（
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
）

［
因
玄
］
（
二
八
例
）

（
マ
1
）

④
而
以
去
延
暦
七
歳
七
月
一
日
、
尊
前
少
操
大
伴
宿
禰
山
到
来
、
更
改
大
串
尾
立
堺
柱
、
困
矧
寺
家
主
所
材
木
悉
伐
損
、

（
平
九
、
播
磨
国
坂
越
・
神
戸
南
郷
解
、
延
暦
十
二
年
八
七
九
三
年
）
）

⑤
而
当
郡
司
等
、
或
差
往
還
逓
送
之
役
、
昼
夜
退
役
、
或
班
給
交
易
雑
物
井
正
税
、
不
論
斎
限
、
強
行
刑
罰
、
自
余
濫
行
不
可
勝
計
、
困
却

年
中
修
理
、
巳
致
閲
怠
、
（
平
八
三
、
太
政
官
符
案
所
引
、
神
主
視
部
宮
麿
等
解
、
承
和
十
四
年
（
八
四
七
年
）
）

［
因
之
］
（
四
三
例
）

⑥
加
之
、
郎
従
之
徒
、
如
雲
散
満
於
部
内
、
屠
胎
之
類
、
如
蜂
移
住
於
府
辺
、
此
等
裏
錐
隔
山
川
之
境
程
、
為
思
京
洛
之
故
郷
、
猶
貪
当
国

之
土
産
、
困
オ
郡
司
迷
心
神
、
百
姓
無
為
方
、
（
平
三
三
九
、
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
、
永
延
二
年
（
九
八
八
年
）
）

⑦
度
々
背
院
宣
井
鎌
倉
殿
御
下
文
之
間
、
依
院
宣
、
預
御
勘
発
、
困
剖
且
取
不
当
之
名
、
其
恐
不
少
、

（
鎌
二
五
七
、
惟
宗
行
能
解
、
文
治
三
年
八
一
一
八
七
年
）
）

［
依
之
］
（
三
四
例
）

⑧
□
謂
天
暦
年
中
収
納
日
記
、
寛
仁
四
年
往
解
帳
、
或
注
島
地
子
、
或
免
田
以
外
別
注
土
田
地
子
、
及
永
承
元
年
麦
島
地
子
徴
符
文
合
三
枚
、

以
先
日
令
経
国
覧
巳
了
、
矧
叫
任
前
例
可
令
徴
之
由
、
両
度
庁
宣
令
成
下
文
了
、

（
平
九
五
四
、
近
江
国
愛
智
荘
司
等
解
、
康
平
三
年
八
一
〇
六
〇
年
）
）

（
悼
カ
）

⑨
然
近
年
平
田
御
庄
寄
人
等
、
請
作
寺
領
庄
田
島
、
敢
不
随
所
勘
、
且
恐
御
威
、
且
□
猛
悪
、
無
田
責
徴
、
依

成
功
裏
聖
万
代
之
遠
功
、
空
為



彼
等
之
潤
沢
、
常
燈
備
供
之
勤
、
動
以
閲
怠
、
　
　
（
平
一
七
七
八
、
政
所
下
文
所
引
、
弘
福
寺
所
司
等
解
状
、
天
永
三
年
八
二
一
二
年
）
）

「
因
玄
」
「
因
之
」
「
依
之
」
は
各
々
の
解
文
に
よ
り
何
れ
か
が
選
択
さ
れ
て
お
り
、
用
法
上
・
意
味
上
の
大
き
な
差
異
は
認
め
が
た
い
。
尚
、

峰
岸
明
氏
の
平
安
時
代
の
古
記
録
十
文
献
（
貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
権
記
・
御
堂
関
白
記
・
左
経
記
・
春
記
・
水
左
記
・
師
記
・
後
二
条
師
通

（11）

記
）
の
御
調
査
に
よ
れ
ば
、
接
続
詞
「
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
」
の
漢
字
表
記
は
、
「
因
玄
」
「
因
之
」
「
依
之
」
の
間
に
は
「
語
義
に
関
わ
る
さ
し
た

る
差
異
は
認
め
難
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
又
、
「
『
因
之
』
は
各
文
献
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
多
く
の
文
献
で
主
表
記

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
文
献
で
は
副
表
記
に
ど
の
漢
字
表
記
を
使
用
す
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
特
色
が
示
さ
れ
る
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
p
6
7
8
、
的
）

一
解
文
中
に
こ
れ
ら
の
う
ち
の
二
種
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
組
合
せ
を
見
て
み
る
と
、
「
因
玄
－
依
之
」
が
五
例
（
平

二
九
一
九
、
三
二
二
四
、
四
一
四
一
、
鎌
一
〇
七
二
、
一
九
二
七
）
、
「
因
玄
－
困
之
」
が
一
例
（
平
七
〇
二
）
で
あ
る
。
「
依
之
－
因
之
」
の
組
合

せ
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
五
六
五
件
中
六
例
で
あ
り
、
約
一
％
程
度
で
あ
る
。
「
因
葱
」
と
「
因
之
」
「
依
之
」
の
用
法
上
・
意
味
上
の

差
異
は
今
後
詳
し
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

［
因
此
」
　
（
一
例
）

（
斯
カ
）

⑩
凡
大
会
厳
重
、
斎
延
儀
式
、
自
昔
至
今
、
有
増
無
減
、
是
本
朝
仏
法
之
濫
場
、
我
国
希
代
之
斎
会
也
、
自
宗
他
宗
之
碩
徳
、
為
期
披
幌
、

専
寺
他
寺
之
英
賢
、
因
州
挑
燈
、
誠
鎮
護
国
家
之
鴻
基
、
興
隆
仏
法
之
勝
勝
也
、

（
平
二
九
三
七
、
興
福
寺
衆
僧
等
申
状
、
保
元
三
年
八
二
五
八
年
）
）

［
由
是
］
　
（
一
例
）

⑫
就
中
免
田
分
臨
時
雑
役
皆
免
之
御
判
、
近
代
未
有
事
也
、
当
時
本
家
今
適
令
申
成
皆
免
之
庁
宣
　
両
度
明
白
也
、
剋
須
准
　
国
役
、
本

寺
亦
充
徴
種
々
雑
事
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
九
五
四
、
近
江
国
愛
智
荘
司
等
解
、
康
平
三
年
八
一
〇
六
〇
年
）
）

次
に
、
b
．
そ
の
他
の
指
示
語
を
含
む
も
の
の
例
で
あ
る
。

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
解
文
」
の
接
続
詞
に
つ
い
て
　
0



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
シ
カ
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
）

［
然
則
・
然
即
］
　
（
五
六
例
）

⑫
至
　
薦
生
御
牧
、
件
名
張
河
、
始
従
桜
瀬
頭
流
北
、
追
箕
輪
流
至
未
申
方
笠
間
河
川
合
、
件
御
牧
即
此
箕
輪
内
地
也
、
倒
則
治
田
新
開
田

井
公
田
等
、
是
廻
薦
生
御
牧
南
四
至
高
峯
腰
如
帯
、
添
萱
山
下
、
　
（
平
二
八
九
、
伊
賀
国
夏
見
郷
刀
禰
等
解
案
、
康
保
三
年
八
九
六
六
年
）
）

⑬
而
東
寺
国
司
背
於
旧
例
、
窓
焼
亡
仙
人
之
住
宅
、
損
滅
所
作
之
田
白
田
等
、
不
令
安
土
者
、
柚
工
等
交
跡
於
山
林
、
難
勤
仕
御
寺
　
例
役
、

殆
可
亡
身
命
平
、
珊
瑚
国
司
　
所
為
甚
以
左
道
也
者
、
仙
人
等
為
愁
美
過
於
斯
、

（
平
七
六
七
、
伊
賀
国
玉
瀧
仙
湯
船
等
四
村
工
解
、
天
喜
四
年
八
一
〇
五
六
年
）
）

（
シ
カ
レ
バ
）

［
然
者
］
　
（
四
七
例
）

⑭
右
件
田
、
故
奉
恒
号
預
御
納
所
田
依
掠
取
、
前
祭
主
御
時
　
［
〓
＝
　
処
、
不
出
対
指
公
験
、
仇
無
其
埋
之
由
、
任
便
勘
状
、
如
本
可
寛

丸
名
田
之
由
、
所
被
与
判
也
、
困
却
奉
恒
無
所
陳
弁
、
□
請
弁
官
物
巳
了
、
其
由
在
副
進
書
状
、

（
平
一
四
〇
二
、
民
有
年
解
案
、
承
徳
三
年
八
一
〇
九
八
年
）
）

⑮
就
中
当
山
者
、
蒙
可
為
将
軍
家
御
祈
所
之
仰
、
既
及
数
十
年
、
進
御
巻
数
於
関
東
、
干
今
無
僻
怠
、
然
l
者
住
僧
等
、
当
御
時
者
仰
可
蒙
御

（
中
カ
）

憐
懸
之
旨
処
、
剰
往
古
寄
進
免
田
仁
　
被
別
当
職
成
下
事
、
愁
□
大
訴
也
、
（
鎌
三
〇
一
一
、
億
前
金
山
寺
住
僧
等
解
、
貞
応
元
年
八
二
一
二
二
年
）
）

さ
て
、
B
類
の
指
示
語
を
含
ま
な
い
も
の
で
は
、
「
ヨ
リ
テ
　
（
佃
）
」
が
最
も
多
く
、
次
い
で
　
「
シ
タ
ガ
ヒ
テ
　
（
随
）
」
と
な
る
。

（
ヨ
リ
テ
）

［
仇
］
　
（
三
六
一
例
）

解
文
の
文
章
末
に
は
「
以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
こ
の
状
を
記
し
た
。
」
と
い
う
意
味
の
文
が
記
さ
れ
る
が
、
「
仇
」
は
そ
の
文
頭
に
よ



く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑯
例
注
異
状
、
以
解
　
　
（
平
九
、
播
磨
国
坂
越
・
神
戸
南
郷
解
、
延
暦
十
二
年
八
七
九
三
年
）
）

⑰
倒
勒
在
状
、
謹
解
　
　
（
平
一
六
九
二
、
東
寺
所
司
解
案
、
嘉
承
三
年
八
二
〇
八
年
）
）

ま
た
、
文
章
末
だ
け
で
な
く
文
章
中
に
用
い
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

⑱
麦
今
年
適
恭
分
優
、
頗
預
公
俸
、
倒
割
件
数
、
巳
宛
其
料
、
若
非
付
公
帳
、
恐
難
期
永
年

（
平
二
八
四
、
太
政
官
符
案
所
引
近
江
国
解
、
康
保
元
年
八
九
六
四
年
）
）

（
シ
タ
ガ
ヒ
テ
）

［
随
］
　
（
九
二
例
）

「
随
」
は
、
「
随
則
」
「
随
即
」
の
よ
う
に
「
則
」
あ
る
い
は
「
即
」
が
下
接
す
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
九
二
例
中
に
三
三
例

見
ら
れ
る
。

⑩
抑
件
率
分
加
徴
物
、
或
令
春
運
米
色
、
或
充
負
交
易
絹
布
糸
綿
染
油
等
、
充
直
絹
者
疋
別
四
五
十
束
、
手
作
布
八
束
以
上
、
信
濃
布
麻
布

五
六
束
以
下
、
糸
綿
油
染
芋
等
直
不
幾
、
其
鴫
珊
徴
使
面
々
所
責
取
土
毛
供
給
料
物
等
、
過
於
本
物
、
有
於
五
六
倍
、

（
平
三
三
九
、
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
、
永
延
二
年
八
九
八
八
年
）
）

⑳
件
社
神
主
職
大
中
臣
氏
所
動
仕
也
、
仇
忠
正
以
去
正
暦
三
年
八
月
十
三
日
、
補
任
神
主
大
中
臣
吉
見
死
闘
之
替
華
、
矧
勤
仕
神
事
、
専
無

開
怠
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
四
六
七
、
大
和
国
司
解
案
所
引
、
神
主
忠
正
解
状
、
寛
弘
九
年
〈
一
〇
三
年
〉
）

（
ユ
ヱ
ニ
）

［
故
］
　
（
一
五
例
）

「
ユ
ヱ
ニ
（
故
）
」
は
B
類
の
他
の
例
と
異
な
り
使
用
数
は
少
な
い
。

㊧
待
弥
勒
出
世
之
間
、
吾
山
不
可
破
壊
、
醜
号
金
剛
峰
、
感
知
此
事
、
（
平
四
四
六
、
紀
伊
国
金
剛
峰
寺
解
案
、
寛
弘
三
年
八
一
〇
〇
六
年
〉
）

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
解
文
」
の
接
続
詞
に
つ
い
て
　
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

⑳
随
無
当
時
牢
寵
、
錐
須
任
其
旨
、
依
無
一
囲
之
地
、
令
散
在
諸
郷
之
間
、
向
後
若
不
信
之
宰
吏
紆
濫
之
日
代
等
出
来
者
、
被
致
濫
妨
、
御

油
定
及
閲
亡
欺
、
醜
返
上
作
諸
郷
散
在
燈
油
田
二
百
六
十
丁
、
可
令
一
園
便
宜
之
由
、
先
日
令
言
上
子
細
之
時
、
可
無
後
時
訴
之
様
相
計
、

（
鎌
八
七
九
、
官
宣
旨
所
引
、
東
大
寺
大
和
尚
重
源
解
状
、
建
久
七
年
八
一
一
九
六
年
）
）

以
上
の
順
説
の
接
続
詞
を
年
代
別
に
ま
と
め
る
と
、
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
A
類
の
「
指
示
語
を
含
む
」
も
の
の
う
ち
、
a
の
「
コ
レ
ヲ
モ
チ
テ
」
は
「
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
」
よ
り
も
少

な
く
、
順
説
の
接
続
詞
は
「
コ
レ
こ
ヨ
リ
テ
」
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
「
コ
レ
こ
ヨ
リ
テ
」
の
中
で
は
「
依
之
」
は
年
代
と
共

に
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
反
対
に
「
因
之
」
は
減
少
傾
向
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
「
国
正
」
に
つ
い
て
は
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う

で
あ
る
。
解
文
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
う
か
が
え
る
が
、
他
の
文
書
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
か
否
か
、
今
後
調
査

を
進
め
て
行
き
た
い
。

A
類
b
に
つ
い
て
は
、
「
シ
カ
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
（
然
則
）
」
が
「
シ
カ
レ
バ
（
然
者
）
」
よ
り
も
早
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
解
文
だ

け
で
は
な
く
他
の
文
書
の
状
況
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

B
類
に
つ
い
て
は
、
「
シ
タ
ガ
ヒ
テ
（
随
）
」
は
や
や
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

「
ヨ
リ
テ
（
仇
）
」
に
つ
い
て
、
文
章
末
で
使
用
さ
れ
る
場
合
と
文
章
中
で
使
用
さ
れ
る
場
合
の
割
合
を
年
代
毎
に
調
査
し
て
み
る
と
、
表
2

の
よ
う
に
な
る
。
「
仇
」
が
⑯
⑰
の
よ
う
に
主
に
文
章
末
で
用
い
ら
れ
る
の
は
二
一
五
例
、
⑩
の
よ
う
に
文
章
中
で
用
い
ら
れ
る
の
は
一
四
六

例
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
す
る
と
、
二
八
一
年
か
ら
一
二
一
〇
年
の
頃
を
境
に
文
章
末
で
の
使
用
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

三
、
逆
説
の
接
続
詞

逆
説
の
接
続
詞
は
、
「
シ
カ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
　
（
雑
然
）
」
、
「
シ
カ
ル
こ
　
（
シ
カ
ル
ヲ
）
　
（
而
・
然
）
」
、
「
シ
カ
レ
ド
モ
　
（
然
而
）
」
で
あ
る
。
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表

1
二一
一

一一
一

一一 二一 〇一 ○

⊥
一 〇

一一
一

○

○
‾
○

九

一＿
‾
○計 一

一
＝
二
〇

八

＿
＝

○

五

＿

‾
八

〇

＝‾
五
〇

九

＿
‾
二
〇

ハ

＿

〇
九

〇

一

一

〇

六
〇

一三
〇

一〇

〇

代

565 7仁U
661 011 96 76 33 13 9 31

解
文の

件

数

43
5 01 7 6 2 1 2 1 是

以

コ
コ
ヲ

モ
チ

テ

A

類

57 06 46 78 03 03 16 77

1
51

．
1

以
愛

811
81 52 22 81 51 7 7 1 5 困

並

コ
レ

ニ

962 151 002 162 422 212 622 111 583

34
3 5 6 3 7 6 9 2 2 困

之
54 03 55 34 401 281 092 222 451

43
9 9 11 2 2 1 依

之
431 45 001 92 03 23 ヨ

リ
テ

1
91

．
0

因

此

1

21

．
3

由
是

65
Q
u
31 81 4 7 3 1 2 然

則

シ
ヵ
レ
バ

ス
ナ
ハ
チ911 87 461 85 401 19 23 451

74
06

．
9

88

．

1

01

74

．

1

21

76

．
8

53

．
4

然
者

シ
ヵ
レ
バ

163
24 001 300 14 52 82 72 6 9

仇
ヨ
リ
テ
B

類

726 206 557 495 373 848 1700
766 346

29
5 32 21 51 61 8 7 3 3

随

シ
タ
ガ
ヒ
テ57 931 901 712 932 242 622 333 132

51
1 5 1 2 2 1 1 2

故
ユ

ヱ
こ51 03 90 92 92 03 23 222

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
解
文
」
の
接
続
詞
に
つ
い
て
　
0
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一

二

計
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二

一

一

～
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一
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一
＿
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一
－

～

一
＿

‾

〇
九

i

一
＿

‾
○

⊥

i

＿

‾

○

＝
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＿

‾
○

～

＿

七
九

一一

i

＿
年

一

一
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〇

八

＿
＝

○

五

＿八
〇

一
一五
〇

一二
〇

ハ

＿

〇
九

〇

二〇

六
〇

○

＿

〇

三
〇

一〇
〇

〇

代

512
71 25 55 62 71 81 12 3 6 文

章

未504 025 366 436 086 346 877 005 766

641
52 84 82 51 8 ハU1 6 3 3 文

章
中595 084 733 663 023 753 222 005 333

163 24 001 38 14 52 82 72 6 9 計



逆
説
の
接
続
詞
で
最
も
多
い
の
は
、
「
シ
カ
ル
こ
（
シ
カ
ル
ヲ
〓
而
・
然
）
」
で
あ
り
、
次
い
で
「
シ
カ
レ
ド
モ
（
然
而
）
」
、
「
シ
カ
リ
ト
イ
へ

ド
モ
　
（
雑
然
）
」
　
と
な
る
。

例
を
示
す
。

（
シ
カ
ル
ニ
（
シ
カ
ル
ヲ
）
）

［
而
］
　
（
三
五
六
例
）

⑳
仇
宛
山
守
使
令
治
守
林
、

経
序
年
、
然
自
八
歳
以
来
、
姦
カ
）
［
〓
］
宿
禰
家
僕
、
耐
以
去
延
暦
七
歳
七
月
一
日
、
尊
前
少
接
大
伴

（

マ

、

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

マ

、

）

宿
禰
山
到
来
、
更
改
大
串
尾
立
堺
柱
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
九
、
播
磨
国
坂
越
・
神
戸
両
郷
解
、
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
年
）
）

⑭
謹
検
案
内
、
件
小
野
幡
織
村
々
者
、
実
員
先
祖
相
伝
私
領
也
、
領
掌
無
妨
、
以
件
地
利
所
勤
仕
来
神
役
也
、
珂
助
康
動
致
濫
妨
之
問
、
可

停
止
其
妨
之
由
、
代
々
所
成
給
之
政
所
御
下
文
及
数
度
、
子
細
見
副
進
状
、

（
鎌
一
五
七
六
、
摂
政
藤
原
艮
経
家
政
所
下
文
所
引
、
大
禰
宜
実
員
解
状
、
元
久
二
年
八
一
二
〇
五
年
）
）

［
然
］
　
（
三
七
例
）

⑳
謹
案
太
政
官
弘
仁
二
年
九
月
廿
三
日
・
同
三
年
五
月
三
日
両
度
下
国
符
偶
、
神
戸
百
姓
等
、
永
停
止
公
役
、
専
勤
神
事
者
、
倒
至
祝
部
等
、

可
差
他
役
而
国
司
背
符
旨
、
或
令
兼
擬
郡
司
職
、
或
差
仰
厨
家
綱
丁
、（

平
一
八
四
、
太
政
官
符
写
所
引
、
神
祇
官
解
、
昌
泰
三
年
八
九
〇
〇
年
）
）

⑳
設
錐
非
清
宗
之
母
方
之
祖
父
之
所
領
所
帯
仁
、
萄
清
宗
彼
智
園
之
嫡
子
也
、
何
不
得
処
分
哉
、
錦
為
後
母
被
謹
言
、

（
鎌
〓
ハ
七
二
、
安
部
清
宗
解
、
建
永
二
年
八
一
二
〇
七
年
）
）

（
シ
カ
レ
ド
モ
）

［
然
而
］
　
（
七
二
例
）

⑳
件
東
南
四
至
内
、
敢
不
可
有
他
領
、
斜
面
件
名
張
河
西
、
薦
生
御
牧
上
方
、
添
山
所
在
寺
神
領
田
島
、
私
人
領
地
公
田
其
数
巳
多
、
或
号

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
解
文
」
の
接
続
詞
に
つ
い
て
　
0



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四

大
屋
戸
、
或
号
夏
焼
、
然
而
其
領
主
各
別
也
、
　
　
　
　
　
　
　
（
平
二
八
九
、
伊
賀
国
夏
見
郷
刀
禰
等
解
案
、
康
保
三
年
八
九
六
六
年
）
）

⑳
謹
検
案
内
、
件
南
北
条
・
長
沼
・
神
崎
開
発
田
島
者
、
豊
原
庄
加
納
半
不
輸
地
也
、
斜
面
為
潮
損
不
熟
之
常
々
荒
野
、
敢
無
庄
公
之
依
情
、

（
鎌
七
八
九
、
官
宣
旨
案
所
引
、
大
和
尚
重
源
解
状
、
建
久
六
年
、
八
二
九
五
年
）
）

（
シ
カ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
）

［
錐
然
］
　
（
五
六
例
）

⑳
放
三
箇
条
、
則
今
六
箇
条
未
放
知
、
是
只
為
横
法
非
行
、
所
拘
情
也
、
醜
鍋
依
勅
宣
之
厳
、
所
々
普
散

（
平
三
三
九
、
尾
張
国
郡
司
百
姓
等
解
、
永
延
二
年
八
九
八
八
年
）
）

（
既
カ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
由
カ
）

⑳
謹
検
案
内
、
件
畠
者
依
行
之
母
源
氏
中
子
開
発
荒
野
、
寄
進
□
経
年
序
華
、
醜
倒
依
宇
治
刀
禰
等
之
訴
　
錐
致
御
領
与
寺
領
相
論
、
任
□
緒
、

令
寄
加
所
当
官
物
寺
領
者
、
承
前
之
例
也
、
　
　
　
　
　
　
　
（
平
三
三
〇
〇
、
某
荘
田
堵
大
江
依
行
解
、
長
寛
二
年
八
二
六
四
年
）
）

以
上
の
逆
説
の
接
続
詞
を
年
代
毎
に
ま
と
め
た
も
の
が
、
表
3
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
逆
説
の
接
続
詞
で
多
用
さ
れ
る
の
は
「
シ

カ
ル
ニ
（
シ
カ
ル
ヲ
）
」
で
あ
り
、
そ
の
漢
字
表
記
は
「
而
」
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ま
た
、
年
代
に
よ
る
使
用
量
の
差
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な

い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
も
年
代
に
よ
る
差
は
あ
ま
り
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
こ
れ
ら
逆
説
の
接
続
詞
を
一
解
文
中
で
二
種
類
以
上
使
用
し
て
い
る
（
漢
字
の
異
な
り
も
含
む
）
も
の
を
見
て
み
る
と
、
五
六
五

例
中
に
七
七
例
（
一
三
・
六
％
）
で
あ
る
。
そ
れ
を
パ
タ
ー
ン
別
に
年
代
毎
に
ま
と
め
て
み
た
の
が
表
4
で
あ
る
。

最
も
多
い
組
合
せ
は
、
「
而
」
と
「
然
而
」
の
組
合
せ
で
あ
り
、
次
い
で
「
而
」
と
「
錐
然
」
の
組
合
せ
で
あ
る
。
年
代
を
追
っ
て
見
る
と
、

二
二
一
年
か
ら
二
五
〇
年
の
あ
た
り
を
境
と
し
て
、
そ
の
組
合
せ
の
種
類
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

四
、
ま
と
め

解
文
に
見
ら
れ
る
接
続
詞
に
つ
い
て
、
順
説
と
逆
説
に
限
り
、
七
九
三
年
か
ら
一
二
二
六
年
ま
で
の
四
三
三
年
間
の
使
用
量
の
数
的
変
化
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＋
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を
見
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、

I
　
順
説
の
接
続
詞
の
中
で
、
増
加
傾
向
の
も
の
と
減
少
傾
向
の
も
の
と
が
見
ら
れ
る
。

①
「
コ
コ
」
「
コ
レ
」
等
の
指
示
語
を
含
む
「
コ
レ
こ
ヨ
リ
テ
」
型
に
数
量
的
変
化
が
見
ら
れ
る
。
「
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
」
の
漢
字
表
記
に
関

し
て
は
、
「
困
之
」
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
「
依
之
」
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

②
「
ヨ
リ
テ
」
（
仇
）
は
文
章
末
で
用
い
ら
れ
る
事
が
多
か
っ
た
が
、
二
八
一
年
か
ら
一
二
一
〇
年
の
あ
た
り
を
境
と
し
て
、
文
章
末
で

の
使
用
が
減
少
し
、
文
章
中
で
の
使
用
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。

H
　
逆
説
の
接
続
詞
で
は
全
体
的
に
大
き
な
増
加
・
減
少
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
組
合
せ
の
種
類
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
一

一
二
一
年
か
ら
二
五
〇
年
の
あ
た
り
を
境
に
一
解
文
中
に
複
数
の
逆
説
の
接
続
詞
を
使
用
す
る
傾
向
が
現
わ
れ
て
い
る
。

順
説
と
逆
説
の
接
続
詞
に
限
っ
て
い
え
ば
、
今
回
の
調
査
で
は
そ
の
使
用
量
や
使
用
種
類
に
つ
い
て
、
お
よ
そ
十
二
世
紀
半
ば
以
降
を
境

と
し
て
変
化
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
は
順
説
と
逆
説
の
接
続
詞
に
限
っ
た
が
、
今
後
他
の
接
続
詞
に
関
し
て
も
数
量
的
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
検
討
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
時
代
中
期
・
後
期
の
解
文
に
関
し
て
も
更
に
調
査
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
・
鎌
倉

時
代
を
通
し
て
政
治
体
制
の
移
行
す
る
中
で
、
あ
る
程
度
様
式
の
定
ま
っ
た
文
書
の
中
に
見
ら
れ
る
言
語
事
象
の
変
化
と
そ
の
傾
向
を
明
ら

か
に
し
、
変
化
の
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

注（
1
）
　
こ
の
論
文
で
は
、
″
修
飾
″
に
つ
い
て
、
「
解
に
対
す
る
修
飾
は
、
こ
の
よ
う
に
ま
ず
発
信
人
の
受
取
宮
司
も
し
く
は
受
取
人
に
た
い
す
る
卑
屈
な

る
感
情
よ
り
始
ま
り
、
こ
と
さ
ら
に
丁
重
な
表
現
を
と
ら
せ
る
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
例
が
、
す
こ
ぶ
る
多
い
の
で
あ
る
。
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
解
文
」
の
接
続
詞
に
つ
い
て
　
0



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
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タ
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ニ
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フ
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ツ

ク

レ

ニ

　

　

　

　

　

ハ

フ

ニ

　

　

ニ

　

　

　

　

ヘ

ヨ

　

こ

（
2
）
　
「
令
義
解
」
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
）
に
は
、
「
上
二
太
政
官
及
所
ジ
管
。
並
為
レ
解
。
（
中
略
）
其
非
レ
向
二
太
政
早
老
、
以
レ
々
代
レ
謹
。
」
（
太

政
官
以
外
に
出
す
場
合
に
は
「
謹
」
で
は
な
く
「
以
」
を
用
い
よ
。
）
　
と
あ
る
。

（
3
）
　
「
解
文
」
が
「
申
状
」
「
訴
状
」
等
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
裁
許
を
要
請
す
る
た
め
に
上
級
機
関
へ
提
出
す
る
も
の
を
一
括
し
て

「
解
文
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

（
4
）
　
「
島
大
国
文
」
第
九
〇
号
、
一
九
八
〇
年
。

（
5
）
　
拙
稿
「
真
福
寺
本
『
尾
張
国
解
文
』
の
対
句
表
現
に
つ
い
て
－
文
章
構
成
と
の
関
連
に
お
い
て
－
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
二
韓
、
一
九
八
八
年
）

（
6
）
　
拙
稿
「
平
安
時
代
に
お
け
る
解
文
の
文
章
構
成
に
つ
い
て
－
遠
張
国
解
文
』
を
中
心
と
し
て
－
」
（
国
文
学
致
第
二
六
号
、
一
九
八
七
年
）
、
「
平

安
時
代
の
『
解
文
』
に
お
け
る
文
章
構
成
の
類
型
的
性
格
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
三
韓
、
一
九
九
〇
年
）

（
7
）
　
表
白
文
の
接
続
詞
に
関
し
て
、
院
政
期
の
表
白
文
の
文
章
に
接
続
詞
の
類
を
豊
富
に
用
い
る
傾
向
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
山
本
真
吾
氏

の
ご
指
摘
が
あ
る
。
（
「
平
安
時
代
の
表
白
文
に
於
け
る
対
句
表
現
の
句
法
の
変
遷
に
つ
い
て
」
国
語
学
一
四
九
、
一
九
八
七
年
）

（
8
）
　
「
接
続
詞
」
の
分
類
に
関
し
て
は
多
く
の
先
学
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
市
川
孝
氏
の
昭
和
五
十
一
年
の
分
類
（
『
岩
波
講
座
　
日
本
語
』
6

文
法
I
　
6
副
用
語
）
　
に
従
う
。

（
9
）
　
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
は
文
中
の
「
而
」
字
を
読
む
か
否
か
の
判
断
に
も
関
わ
る
た
め
、
今
回
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

（
1
0
）
一
〇
〇
〇
年
以
前
は
、
解
文
の
件
数
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
一
括
し
た
。

（
1
1
）
　
峰
岸
明
『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
一
九
八
六
年
。

［
付
記
］

本
稿
は
、
第
十
七
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
し
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
規
先
生
に
貴
重
な
御
意
見

を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




